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好評受付中！

2006年9月3日発刊
■体　　裁：Ａ４判／ ４５０頁
■定　　価：１０２，９００ 円

（価格は税込、送料込み）

軽量化、モジュール化で拡大する自動車樹脂部品！　　　　　　　　　　
　　　　　樹脂別、メーカー別に採用状況、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　生産(成形)および材料調達状況、成形設備の保有状況を解明！　　　

 http://www.eIRC.co. jp でも調査資料の詳細がご覧いただけます。　　　

発刊にあたり
　自動車における樹脂材料の採用は、現在では内外装部品に限らず、エンジン及びパワートレイン系、シャシー関
連や各種エレクトロニクス部品など、あらゆる部位に広がっている。特に、90年代の欧州に端を発するモジュール
化の動きが国内にもおよび、設計自由度が大きい樹脂を用いた複合部品への切り替えが進むにつれ、樹脂の使用比
率は高まっており、今や乗用車1台に使われる樹脂材料は重量比で8～10％に達している。この一方で、2005年1
月から自動車リサイクル法が施行されたこともあって、最近は樹脂材料の選択も性能及びコストと並んでリサイク
ル性が重要視され、ＰＰ(ポリプロピレン)の使用量が拡大している。さらに 近年では地球温暖化防止、循環型社会
の構築に貢献する新たな資源として、植物を原料にした生分解性(バイオ)プラスチックが開発され、それを材料と
した自動車部品の量産が始まっているほか、再生材料を使った部品の採用も増えており、業界をあげて循環型社会
実現に向けた取り組みを積極展開してきている。
　本調査資料は、「自動車樹脂部品の生産状況と材料調達２００１年版」の約5年振りの改訂版として、軽量化や
モジュール化に加え、リサイクル対応などの要因が絡んで、果たす役割が大きくなりつつある自動車用樹脂材料を
素材ごとに解説するとともに、自動車部品への使用状況を最近の技術動向を踏まえて詳報します。また、部品別の
樹脂採用状況をするほか、自動車メーカーはじめ、グループ／独立・部品メーカー各社の樹脂部品の生産(成形)及
び材料調達状況、保有設備などを調査・整理しています。貴社にて是非ご利用下さい。
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〈　キ　リ　ト　リ　〉

第Ⅰ部では、自動車に使用される樹脂部品を部位ごとにみて
いくほか、その樹脂材料の種類、素材転換の動きなどを明ら
かにします。また、樹脂部品の製造方法と設備に加え、自動
車リサイクル法の概要、リサイクル対策について報告します。

第Ⅱ部、第Ⅲ部では、熱可塑性及び熱硬化性樹脂のうち、自
動車向けの主要な樹脂を取り上げ、その特性と部位ごとの採
用状況を詳報します。また、自動車メーカーをはじめ、グルー
プ／独立・協力部品メーカー各社における各樹脂部品の生産
状況と材料調達状況を一覧表にてまとめます。

第Ⅳ部では、自動車メーカーごとに樹脂部品の採用状況、樹
脂部品の内製状況及び保有設備、主要樹脂材料の調達状況、
グループ企業における樹脂部品の生産状況と材料調達、成型
設備の保有状況を調査・整理します。

第Ⅴ部では、独立系・協力部品メーカー各社における樹
脂部品の生産状況と材料調達、成型設備の保有状況を
調査・整理します。

定 価 ：１０２，９００ 円


